
「
こ
の
会
場
で
ス
ギ
花
粉
症
の
方
は
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
す
か
？
」

　

講
演
会
な
ど
で
参
加
者
の
方
々
に
問
い
か
け

る
と
、
い
ま
や
半
数
ほ
ど
、
会
場
に
よ
っ
て
は

そ
れ
以
上
の
数
の
辛つ
ら

さ
を
主
張
す
る
挙
手
が
み

ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

花
粉
症
へ
の
対
策
と
し
て
、
当
機
構
や
各
県

の
研
究
機
関
で
は
花
粉
を
ま
っ
た
く
飛
ば
さ
な

い
「
無
花
粉
ス
ギ
」
な
ど
の
花
粉
症
対
策
品
種

の
開
発
が
、
急
ピ
ッ
チ
で
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

無
花
粉
ス
ギ
品
種
の
登
録
数
は
30
を
超
え
、
春

先
の
苦
痛
か
ら
の
解
放
は
も
う
す
ぐ
か
と
も
思

わ
れ
ま
す
が
、
ま
だ
解
決
す
べ
き
課
題
が
い
く

つ
か
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
う
ち
の
一
つ
が
、

開
発
さ
れ
た
無
花
粉
ス
ギ
の
苗
木
を
ど
う
や
っ

て
大
量
に
生
産
す
る
か
で
す
。

　

こ
の
解
決
に
向
け
、
私
た
ち
は
組
織
培
養
で

苗
木
を
大
量
に
増
殖
す
る
技
術
の
開
発
を
行
い

ま
し
た
。
こ
の
手
法
で
は
、
ス
ギ
の
未
熟
種
子

か
ら
脱
分
化
し
た
細
胞
（
カ
ル
ス
）
を
誘
導
し
、

大
量
に
増
殖
さ
せ
ま
す
。
カ
ル
ス
か
ら
不
定
胚

無花粉スギの苗を大量に増やすには？

鶴田 燃海　Tsuruta Momi

樹木分子遺伝研究領域

森林の生物多様性を特集したバックナンバー

今号の特集「生物多様性と森林経営の両立をめざして」はいかがでしたでしょうか？
森林の生物多様性についてさらにお知りになりたい方は、下記バックナンバー（既刊号）をご覧ください。

各表紙右下の２次元コードからオンライン閲覧が可能です。また、冊子の送付（無料）を
ご希望の場合は、本誌２ページ下の「広報普及科」までご連絡ください。

第45号（2019年） 第51号（2020年） 第64号（2024年） 第66号（2024年）

設置前
と
呼
ば
れ
る
種
子
の
胚
に
相
当
す
る
器
官
を
形

成
さ
せ
、
こ
れ
を
発
芽
・
発
根
さ
せ
る
こ
と
で

再
生
植
物
体
を
得
ま
す
。
適
切
な
植
物
ホ
ル
モ

ン
の
濃
度
、
培
養
条
件
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と

で
、
系
統
に
よ
っ
て
は
1
グ
ラ
ム
の
カ
ル
ス
か

ら
千
本
以
上
の
苗
木
を
生
産
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
現
在
、
こ
の
技
術
の
実
用
化
を
め

ざ
し
て
、
培
養
方
法
や
苗
木
の
生
産
の
効
率
化

の
研
究
を
進
め
て
い
ま
す
。

（
２
０
２
5
年
1
月
17
日
開
催
講
座
よ
り
）

森
林

総
研

季
刊

Forestry & Forest Products

 Research Institute

No.45  2019 

特集◉

森を広く長くみる
巻頭対談◉

木との距離　画家がみる森、研究者がみる森
画家　日高 理恵子×田中 浩　国立研究開発法人 森林研究・整備機構 前理事（研究担当）

45

季
刊

森林研究は、
SDGsにどのように

貢献できるか？
巻頭対談◉

世界の森林と、問題解決へ向けてのさまざまな視点

FAO事務局長補　三次 啓都×浅野（中静） 透　

特集◉

国立研究開発法人
森林研究・整備機構　理事長

Forestry & Forest Products

 Research Institute

No.51  2020

51

炭
カーボ ン ニ ュ ー ト ラ ル

素中立と
自
ネイチ ャ ー ポ ジ テ ィ ブ

然再興を結ぶ鍵
巻頭対談◉子どもたちとつくる持続可能な未来

特集◉

木戸 啓絵　 大橋 春香　×東海大学児童教育学部
専任講師 野生動物研究領域

Forestry & Forest Products

 Research Institute

No.66  2024

66
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O P E N  S E M I N A R

森林総合研究所『組織培養による無花粉スギ苗の増殖マニュアル』より

❶誘導したカルスをシャーレで培養します。

❷特殊な培地で培養すると不定胚が形成されます。

❸不定胚が発根・発芽し植物体が再生されます。

❶

❷

❸

https://www.ffpri.go.jp/pubs/kikan/kikan-45.html
https://www.ffpri.go.jp/pubs/kikan/kikan-51.html
https://www.ffpri.go.jp/pubs/kikan/kikan-64.html
https://www.ffpri.go.jp/pubs/kikan/kikan-66.html



